
Title 表面溶融炉の特性

Author(s) 柴田, 清; 西垣, 正秀

Description 第3回衛生工学シンポジウム（平成7年11月9日（木）-10日（金） 北海道大学学術交流会館） . 1 水処
理、廃棄物処理 . P1-17

Citation 衛生工学シンポジウム論文集, 3, 83-87

Issue Date 1995-11-01

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/7888

Type departmental bulletin paper

File Information 3-1-17_p83-87.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



1 -17 
活乏在百詫~商虫;;Jヨαコ牛寺住主

第3自衛生工学シンポジウム

1995.11北海道大学学術交流会館

株式会社タクマ柴田清西垣正秀

1.はじめに
近年の最終処分場の選迫や最終処分の溶出基準の強化などより、溶融臨化方式について各社

でさまざまな実験，研究を行っている。

溶融問化方式には、大きく分けてごみ発電の電気を使用する方式や灯油などの燃料を使用す

る方式がある。当社では、用途や処理物に応じ電気抵抗式溶融炉，プラズマ溶融炉，表面溶融

伊の3種類の異なった溶融技術を持っている。

今回、この中で表面溶融炉に関し、その特性，特徴について報告するo

2.表面溶融炉の構造およびフ口-

2 -1 表面溶融炉の構造

当社の表面溶融伊の構造

を国-1に示す。本炉の構

造は、両側に灰貯留部を持

った形状をしており炉の外

周は水冷ジャケットで強制

冷却されているロ灰貯留部

の供試試料はプッシャで炉

内へ供給し、炉内で表面よ

り溶融されスラグタップよ

り排出される。バ…ナは天

井部に設置され、天井は轄

射熱を効率よく試料に伝え

られるように溶融商とほぼ

平行となっている。

溶融炉ホッパ

灰供給フ。ッシャー

溶融パーナ

スラグタッフ。

燃焼火炎

スラグ搬出コンベヤ

図一 1 表面溶融炉の構造関

2 -2.表出溶融システム

の概要

溶融システムのブロックチャートを図-2に示
す。焼却炉から排出された焼却灰は、クリンカ破

砕機で粗破砕され、 2段で磁力選別機により磁性

物を除去し、一旦灰ノfンカに貯留される。磁選さ

れた金属績は、有価物として帯利用される。パン

カ内の焼却灰は、溶融:伊のホッパに供給され、ホ

ッパ下部に設けられた灰プッシャにより、炉内へ

定量供給される。炉内で溶融されたスラグは、水

封スラグコンベヤ内に落ち、急冷間化されて排出

される。
図-2

溶融パーナの燃焼ガスは、:伊を出たあと、空気
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予熱器で燃焼用語気を加熱し、ガス冷却案で減混され、排ガス処理を行ない、誘引通風機で排

出される。

嬬集したダスト(溶融飛灰〉は、薬剤処理したあと排出される。

3.溶融処理物
表-1 焼却灰，混合灰の成分分析結果

表商溶融炉はその単純な構造とパーナの燃焼による

溶融方式のため、焼却灰やばいじんなどの不燃残撞や

可燃物を含んだ物質など多くの物質の溶融処理が可能

である。

現在の中間処理施設を持つ場合の最終処分場へ搬入

されるものとして焼却灰、ばいじんの処理物、粗大ご

み処理施設から発生する不燃物があるが、表面捺融伊

ではこれらを混合し溶融することが可能であり、実験

でも確認している。

表 1に実験で使用した焼却灰、焼却灰とばいじん

の混合灰、焼却灰と不燃物の混合灰の成分分析の結果

を示す。

単位

混合比

水分 % 

鮒械箆 % 

S i O2 % 

A.e203 % 

F e203 % 

ιl川htAga a O lii% % % 

K % 

Zn % 

Pb % 

Cd mg/kg 

C.e % 

CaO/Si02 

焼却灰

<0.1 

2.1 

51. 2 

13.7 

4.12 

16.1 
1;80 

2.35 

0.66 

0.29 

0.049 

4.0 

0.36 

0.3 

焼却灰+ 焼却灰

ばいじん +不燃物

10: 6 10: 6 

0.98 1.76 

4.28 17.3 

37.2 45.2 I 
11. 5 10.7 

3.11 4.29 

22.3 11.4 

1. 69 
12→ 2.87 

1. 67 O. 

0.43 0.34 

0.23 0.064 -1 
35.1 7.0 

7.69 0.29 

0.6 0.25 
都市ごみ焼却灰は、ストーカ式連続炉より乾燥状態

で排出され、予め30mmD のメッシュスクリーンで爽雑

物を取り除き、磁性物を磁力選別機で除去し

たもので、ばいじんは、ストーカ式連続炉，
表-2 毘合溶融実験結果

乾式ガス処理方式のバグフィルタで擦集され

たもので、不燃物は、 4種選別(アルミ、磁
性物、可燃物、不燃物)される粗大ごみ処理

施設から採取したもので、 l次破砕後の筋選

別工程での節下のものを示す。これらを実験

では焼却灰10に対し、ばいじん、不燃物を6

の割合で混入した。これらを溶融処理するこ

とで表-2のような実験結果を得た。これら

項 自 単位

供賦続料

混合灰の混合比

処 濯 最 kg/h 

灯 j由 盤 .e/h 
スラグ最 ぬ/h
炉内温度 。G

燃焼用空気温度 ℃ 

豊里民単位 1/灰~Or\

選 転 ナー' タ

焼却灰 焼却灰 焼却灰

+ばいじん +不燃物

10: 6 10: 6 

252 248 354 

71 81 55 1 

222 214 247 

1432 1385 1394 

378 385 389 

282 327 155 

より、ばいじん，不燃物の混合灰の溶融は可能であり、処理量、燃料使用量、溶融原単位(供

試灰1tonを溶融するのに必要な燃料使用最〉は異なった舗となった。ばいじんの混合溶融で
は、焼却灰の融点が約12000Cであるのに対し、ばいじんはCa分が多く 14000C以上と高融点物質
であり、混合灰の融点が上昇したことと低沸点物の塩類の揮散により潜熱として熱の放散が焼

却灰単独の溶融より多いため燃料を多く必要とし、焼却灰単独溶融の282R. /灰tonに対し、
捺融原単位が327R. /灰tonと高くなったものと考えられる。また、不燃物の混合溶融では、
不燃物の発熱量は約2800kca l/kgと高く、劫燃材として作用し、灯油最を55R. /hまで絞って運

転できたため、溶融原単位を155R. /灰tonと低くなったものと考えられる。

4.溶融バーナ
4 -1.灯油ノfーナ
表面溶融炉では、燃料を効率よく燃焼させることで燃焼熱を焼却灰に効率よく伝達する必要

がある。そのため、従来より溶融ノてーナには、空気噴霧2流体，液摸式アトマイザを採用し、
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広角組炎を形成していたが、今回新型アトマイザを開発することで、これまで以上に安定した

溶融が行えるようになった。新型パーナのアトマイザは、霧化が困難とされる石炭・水スラリ
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一CCWM)用に開発した技術を利
用したもので、これにより少ない噴

霧空気量で良好で安定した微粒化を

達成できた。

新型パーナの水噴霧による粒子径

の測定結果を図-3に示す。これは
気水比ロ0.4，水量=80.e/主としたと
きの噴霧の中心部から外周部までの

平均粒子径を歯示したものであるが、

中心部から外周部まで均一な噴霧粒

子径(約75μm)を形成し、長好な

噴霧である事が確認できる。

(gw叫
)

山
明
年
記
鞍
都
宮
砕 50 

パーナ中心からのE思雛 (mm)

図-3 水噴鰐テスト結果

表-3 各ガスパーナの特徴

-パーナタイJJI/こ治って
加もる太く協が淡

徴I.対湘こよる局蹄令劫日
賄司蜜ずる。

"~:ーナタイJ(;;およLJiJP
劉;jf}って励イる部、
火炎
・パーナタイルおよび炉
慰留をカI酷し轄射によ
剖今一方様剥己衝する。

分審!似~'Îーナ

・パーナタイJ!ゐ、ら放射
捌こ広がる火炎
・ホットスポット、フラ
ットフレームの押晶号
な樹者割宇ユ

持っている。そして、バー

ナタイルの形状や燃焼舟空

気との混合方法などにより、

さまざまな特徴を持った炉

の形状に適した火炎を得る

ことができる。

そのため、液体燃料に比べ、常留タン

クが不要，燃料の輸送，噴霧用生気圧縮

機等の設備の低減が可能であり、また、

その維持管理もなくなるというメリット

がある。

当社では、東京ガス(捕と共同で実験を

行ない、ガスを燃料とした表面溶融炉の

特性を調査した。これは、 3種類の異な

った特徴を持つガスバーナ(表-3)を

当社の実験設備に設置し、処理量、溶融

火炎形状

模式図 担2
表-4 ガス燃料を使用した溶融実験結果

現 自単位 遼 転 フ:= 一 タ
使用パーナ 本ヲトス車ヲト/(“f分割火炎/(-ナ 7ラヲト7v仏/(幽f
供試試料 一 焼却灰 焼却灰 焼却灰
処 理 最 kg/h 350 307 299 
スラグ燈 kg/h 311 272 265 

町長通襲夏季 吋魚 (gV) (SY) (許)

炉内温度 。G 1420 1443 1398 
燃焼用愛知良度 。C 395 397 396 

寄i持品撃F1/灰tor 231 263 270 

原単位などの運転ヂ…タを比較することで、表面溶融:伊のガスパーナの有効性について調査し、

表-4に示す実験結果を得た。これらより、ガスパーナは表面溶融炉に適用でき、火炎の特性
により溶融の効率は変化することが判った。これは、表面溶融炉の溶融特性によるものであり、
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ホットスポットパーナはパーナ直下の焼却灰を高温に加熱するのに適していたので、連続で安

定した溶融が行えた。その結果、溶融原単位が最も低くなったものと考えられる。

5.スラグ，溶融飛灰の溶出試験結果

表… 5に当社実験設備で得られ

た代表的なスラグ，溶融飛灰につ

いての湾出試験結果を示す。湾出

試験は環境庁告示13号法理立碁準
により符った。スラグからは、捜

立基準を越える溶出値は確認され

なかった。しかし、溶融飛灰は、

Cd. P告が濃縮されているため、溶

出基準を越えた値となり、適正な無害化処理が必要である。無害化処理は、現在では、セメン

ト固化と薬剤処理の併用が良いと考えられるが、重金属類の回収などの有効利用の検討も今後

表-5 溶出試験結県

単位
焼却灰 焼却灰+ばいじん 焼却灰+不燃物

スラグ湾徽飛EJi. スフグ湾敵飛EJi. スラグ溶験飛灰

Cd mg/ P. <0.01 17 <0.01 39 <0.01 26 
Pb mg/ P. <0.05 16 <0.05 170 <0.05 12 

AS mg/ P. <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 く0.02

T-Hg mg/ P. <0.0005 <0.0005 <0.0005 0，27 <0.0005 
C r'. mg/ P. <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 

行っていく必要がある。

6.混合溶融による減容化の比較

今回の実験で得られたヂー

タをもとに、中間処理施設内
曜か ;谷融設備を

にごみ焼却施設と粗大」み処 持たない場合

理施設を持つ場合の施設から

発生する最終処分量について、222単独溶融
混合溶融による滅容化の効果

を試算した。その結果を図ー ばいじんとの
混合溶融の場合

4に示す。ここでの滅容率と

は、溶融設備を持たないごみ

処理施設より発生した焼却灰，

ばいじん，不燃物の量を100

%とした場合の比率である。

不燃物との
混合溶融の場合

会

ぴ

場
及
の
の

ん
と
融

じ
物
溶

い
撒
合

ば
不
浪

また、ここで

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100， 

①ばいじん、不燃物の発生量

は焼却灰に対し10:6である。

②ばいじんは溶融処理されない場合はセメント閤化する。

③溶融飛灰はセメント十薬剤処恕されて排出される。

④焼却灰中の金属は資源臨収される。

⑤スラグは再利用される。

と考えている。焼却灰の単独溶融では、溶融設備を持たない場合に対し56.7%まで滅容でき、

ばいじんを混合溶融することで33.6%、不燃物を混合溶融することで27.8%まで滅容できるこ

ととなる。そして、焼却灰，ばいじん，不燃物の全てを混合溶融する場合はついて各成分，物

質収支などより試算した。その結果、格融設備を持たない場合に対し、 3.0%まで減容できる
ものと予想され、最終的な残澄は、溶融飛灰処理物となる。

これらの比較について、実際には、地方あるいは季節ごとにごみ質や議等も変化するので、

国一4 混合溶融による滅容化
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変動幅を持った値となるが、混合溶融は減容化に対して効果があると考えられる。また、スラ

グを溝利用することで、施設から最終処分地への排出量は大きく低減できる。

7.まとめ

以上、当社の表商溶融伊の溶融特性として、実験を行うことで下記の知見を得た。

(1)焼却灰とばいじんおよび不燃物の混合溶融が可能である。

(2)不燃物を混合すると、不燃物中の可燃分が助燃材として作用し、溶融原単位を低減させる。

(3)焼却灰とばいじんおよび不燃物の混合溶融は、無害化，減容化に対して効果がある。

(4)当社の表面溶融炉にガスパーナを使用することが可能で、その火炎形状は、局所を加熱する

形式のものが適していることが判った。

また、今後の課題として、

(1)溶融飛成の無害化再資源化。

(2)スラグの有効利用。

が挙げられるが、当社でも現産研究中であり、機会を改めて報告したい。
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